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研究成果の概要（和文）：親密度（頻度）と一貫性に配慮した漢字音読課題を作成し、日本人成人、日本人小児、成人
非母語話者、外国人子女、日本人ディスレクシア児について、漢字読み能力の特徴と関連する認知能力を検討した。親
密度（頻度）と一貫性の漢字音読に与える影響は各群で異なること、漢字の読み能力には語彙力や規則性の学習能力が
関与することを確認した。機能的MRI研究により、一貫性と親密度は異なる経路によって処理されることが示された。
この結果から、ディスレクシア児・外国人子女のいずれに対しても、語彙力と文字と読みの対応規則の学習能力という
視点から強みと弱みを評価することで、特性に配慮した個別の漢字指導法が検討できると考えられた。

研究成果の概要（英文）：We developed a kanji reading task, which modified by familiarity/frequency and con
sistency. Using this task, we evaluated the kanji-reading skills and cognitive skills which contribute to 
kanji-reading skills in different background groups; Japanese adults, Japanese children, adult non-native 
Japanese-learners, children of non-native residents, and Japanese dyslexic children. The effects of famili
arity/frequency and consistency differed between groups. Vocabulary knowledge and ability of implicit lear
ning contributed to kanji-reading skills. A functional MRI study showed familiarity/frequency differently 
modified brain activations during reading kanji.
These results showed that better individual instructions for kanji-reading will be delivered to both Japan
ese dyslexic children and non-native children by assessing vocabulary knowledge and ability of learning gr
apheme-phoneme correspondences.
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１．研究開始当初の背景 
 公立小・中学校、高等学校などに在籍する
日本語指導を必要とする児童・生徒数は急激
な増加を見せている。小児では日常会話に用
いる生活語彙は比較的容易に習得されるも
のの、学習語彙や読字書字能力の習得はより
困難である。日本語教育においても母語での
言語能力や読字能力が未熟な小児に対する
指導についてはまだ十分な知見がない。 
 私達はこれまで日本人ディスレクシア児
（特異的読字障害児）の障害メカニズムの解
明と科学的知見に基づく指導法の開発を行
ってきた。ディスレクシア児での知見に非母
語話者の特性を加味することで、外国人子女
にも応用可能な読字指導法が開発できるの
ではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
 ディスレクシア児に関する研究の知見か
ら作成した漢字の読みの仮説モデルが言語
背景や基礎能力の異なる学習者についても
適応可能であるか検証し、特別支援教育の中
で外国人子女にも応用可能な読字指導法を
開発することを目的とする。このため、統計
学的手法によるモデルの検証と、機能的MRI
を用いた神経基盤の確認を行い、これらの知
見に基づいて漢字指導法について基本概念
の提案を行う。 
 なお、仮名の読字指導法については、本研
究の開始までにある程度確立し、外国人子女
にも利用できることが確認されたため、本研
究では主に漢字の読字指導法について検討
した。 
 
３．研究の方法 
(1)漢字の読みモデルの検証 
 読みの二重経路モデル（Coltheart, 2001） 
を基盤とし、関連する認知能力について組み
込んで漢字の読みの仮説モデル（図１）を作
成した。 

  
 次に、大学生 60 名（男性 28 名，女性 32
名，平均年齢 20.1±1.1 歳）を対象として漢
字音読能力と関連する認知能力を調べた。漢
字音読課題は、NTT データベース「日本語の
語彙特性」により、高親密度単語（親密度 5.5

以上）90 語、低親密度単語（親密度 3〜4）
90 語を選び、読みの一貫性値を求め、高・中・
低一貫性語各 30 語に分けた。同じ文字を用
いた非語 180 語について、最も可能性の高い
読み方を正答として一貫性を算出し、高・中
一貫性語各 70語、低一貫性語 30語に分けた。
学年配当、非典型語の割合は各群で統制した。
パソコン画面上に課題語をランダムに呈示
し、出来るだけ早く、最も正しいと思う読み
方で声に出して読むように指示した。 
 また、関連する認知能力として、視覚認知
能力（TVPS-Ⅲより弁別、図地判別、閉合）、
視覚記銘力（TVPS−Ⅲより視覚記銘）、語彙力
（WISC-Ⅲより単語、類似）、潜在学習能力（確
率的系列学習課題 SRT）を調べた。 
  図１で示した漢字の仮説モデルにこれら
の課題成績をあてはめ、共分散構造モデリン
グを用いてその妥当性を検証した。 
 
(2)非母語話者の漢字読み能力の検討 
 言語背景・認知能力の異なる学習者でのモ
デルの妥当性を検討するため、成人非母語話
者（漢字語圏８名・非漢字語圏３名）を対象
とし、漢字音読能力と認知能力の検討を行っ
た。平仮名音読能力についても評価を行った。
あわせて、学習年数や日本での滞在期間を調
査した。 
 
(3)機能的 MRI による神経基盤の検討 
 一貫性と親密度を統制した漢字単語の読
み課題を作成し、大学生 22 人(男性 10 人、
女性 12人)を対象として機能的 MRI実験を行
った。 
 課題として、漢字単語および非語の音韻判
別課題と単語の意味判別課題の２つを行っ
た。高親密度単語（親密度 5.5 以上）、低親
密度単語（親密度 4.5 以下）のそれぞれにつ
いて、高一貫性語、低一貫性語の計４条件、
非語については、高一貫性語、中一貫性語、
低一貫性語の 3条件とした。 
 課題呈示はブロックデザインとし、各ブロ
ック10語を各課題３ブロックずつ呈示した。
撮像は SIEMENS 1.5T MRI を用い、
Gradient-echo EPI法により行った。解析
には SPM8を用いた。 
 
(4)小児用漢字音読課題の作成と検証 
 小児の親密度のデータベースはないため、
成人における親密度の代替として教科書に
おける出現頻度を用い、頻度、一貫性を統制
した課題を作成した。高頻度語 20 語、低頻
度語 20 語について、高一貫性語、低一貫性
語をそれぞれ10語ずつ選定した。配当学年、
画数は各群で統制した。課題はパソコン画面
にランダムに呈示し、出来るだけ早く最も正
しいと思う読み方で声に出して読むよう指
示した。 
 通常学級に在籍し、読字に困難のない 5年
生 40 名（男児 18 名、女児 22 名）、６年生 36
名（男児 21 名、女児 15 名）を対象として、

図 1．漢字の読みの仮説モデル 



課題の妥当性を検証した。検討のため、絵画
語彙検査 PVT-R を用いて語彙力を評価した。 
 
(5)発達性ディスレクシア児および外国人子
女での漢字読み能力の検討  
 (4)で作成した課題を用いて中学生以上の
ディスレクシア児 11 名、外国人子女 2 名の
漢字音読能力を評価した。漢字音読能力に寄
与する要因を検討するため、平仮名音読能力
（単音、単語、非単語、単文の音読時間）、
語彙力(絵画語彙検査 PVT-R)、自動化能力
（Rapid Automatized Naming:RAN）、視覚認
知能力（TVPS-Ⅲより弁別、図地判別、閉合）、
視覚記銘力（TVPS−Ⅲより視覚記銘）につい
ても評価した。 
 外国人子女の被験者数が十分ではないた
め、統計的検討は発達性ディスレクシア群の
みについて行った。 
 
４．研究成果 
(1)漢字の読みの仮説モデルの検証 
 漢字音読課題の成績を図 1に示した。  
高親密度語では一貫性の影響は認められな
かったが、低親密度語および非語においては
一貫性が低いほど正答率が低下し、親密度と
一貫性に交互作用を認めた。（反復測定 ANOVA, 
p<0.01） 

 
 漢字音読課題と各認知課題の成績の相関
を表 1 に示した。漢字音読課題については、
天井効果が疑われた高親密度語、低親密度・
非語の高一貫性語を除き、中・低一貫性語の
平均値を用いた。 
 低親密度単語の音読能力と語彙力に有意
な相関を認めた(r=0.53, p<0.01)が、非語の
音読能力と相関するものは確認できなかっ
た。 
  
  

 

 漢字音読課題および各認知課題の成績を、
漢字の読みの仮説モデル（図１）に適応し、
共分散構造分析を行った。最も良い適合度が
得られたモデルを図３に示した。このモデル
の適合度はχ 2＝ 19.888 (p=.401), GFI 
= .933, AGFI = .872, CFI = .976, RMSEA 
= .028であった。 
 
 

 
(2)非母語話者の漢字の読み能力の検討 
 高親密度単語、低親密度単語、非語とも一
貫性が低いほど正答率が低下した。日本語学
習年数が５年以上の例では、高・中一貫性単
語および非語の正答率は日本人大学生と同
程度であったが、低一貫性単語についてはよ
り不良であった。母語の違い（漢字語圏か否
か）の影響は明らかではなかった。 
 
(3)機能的 MRI による神経基盤の検討 
 音韻弁別課題で、一貫性の低い語で強い賦
活を認める部位として、左下頭頂小葉が認め
られた。一方、音韻判別課題、意味判別課題
の両方において難易度の高い場合に強い賦
活を認める場所として、左中下前頭回、左上
頭頂小葉、左下側頭回を認めた。 
 このことから、漢字の読みにおける脳活動
に一貫性と親密度が異なる影響を与えてい
ることが確認された。 
 
(4)小児用漢字音読課題の作成と検証 
 ５年生での正答率は 72.3±11.3％、６年生
での正答率は 80.9±8.8%であった。正答率に
は、頻度、一貫性の効果を認めた。また、低
頻度語においては、一貫性が低いほど正答率
が低下し、頻度と一貫性に交互作用を認めた
（反復測定 ANOVA, p<0.01）（図 3にディスレ
クシア群とあわせて呈示）。また、漢字音読
成績は語彙力とも中等度の相関(r=0.58)を
示した。これらの特徴は、親密度を用いた成
人用の漢字音読課題と類似していた。 
 このことから、小児用漢字音読課題は比較
可能なものになっていると考えた。 
 
(5) ディスレクシア児および小児外国人子
女の漢字読み能力の検討 
 ディスレクシア児群は中学 1 年生〜高校 1

図 2.漢字音読課題の正答率 
  （HC:高一貫性，MC:中一貫性，LC:低一貫性） 

 

表 1．漢字音読課題と認知課題の相関 

図 3．共分散構造分析を行ったモデル 



年生で、平均年齢は 14.6±1.3 歳であった。 
ディスレクシア群の音読の正答率は 57.3±
21.3%であり、５・６年生の平均値のいずれ
と比較しても有意に低かった（p<0.01）。 
 正答率について、頻度、一貫性の主効果を
認めた（反復測定 ANOVA, p<0.01）が、読字
困難のない児で認めた頻度と一貫性の交互
作用は認められず、一貫性の高低に関わらず、
低頻度語での正答率が低下した（図 3）。 

 

 
 
 
 漢字音読成績とその他の能力の関係では、
語彙力が高い相関(r=0.75)、平仮名音読能力
と RAN 課題成績が中等度の相関(r=0.61〜
0.69)を示した。漢字音読成績を目標変数と
し、語彙力、平仮名音読能力（単音音読時間）、
RAN 課題成績を説明変数として回帰分析を行
ったところ、語彙力のみが有意な説明変数と
して抽出された（調整済み R2=0.514）。 
 ディスレクシア群内の正答率にばらつき
が大きかったことから、比較的成績の良い者
（５・６年生平均値の-1.5SD 以内：A群 4名）
とそれ以外（B 群 7 名）に分けた場合につい
ても検討を行った。A 群は読字困難のない小
児と同じパターンを示したが、B 群では一貫
性の高低に関わらず、低頻度語での正答率が
著明に低下していた。 
 外国人子女には、読字困難のない成人・小
児と成人非母語話者の中間的なパターンを
とる児とディスレクシア児と同じパターン
を取る児があった。ディスレクシア児と同じ
パターンを示した児は、日本での居住年数が
短く日本語での語彙力が低かったが、単文を
除く平仮名の音読能力、音韻操作能力、視覚
認知能力は年齢相当であり、母語および英語
では読字障害を認めていなかった。図４に成
人・小児の結果を模式的に示した。 

(6)総合考察：漢字指導法の検討 
 成人被験者による漢字の読みの仮説モデ
ルの検証では、漢字の音読には語彙力が最も
大きな影響を与えるが、低親密度語の読みに
は、非語の読み能力を介して潜在学習能力も
関与することが示唆された。潜在学習能力は
文字と読みの対応関係の統計的な確率の学
習に関与しているといえる。機能的 MRI の結
果は、漢字の音読において一貫性と親密度が
異なる神経基盤で処理されることを示唆し
た。このことは、漢字指導法を検討する上で、
一貫性と親密度を分けて考える必要性の根
拠となる。 
 読字に困難のない場合には、成人・小児と
も同様のパターンを示し、親密度の低い語で
一貫性の効果が明らかであった。このことは
よく知らない語では文字と読みの対応規則
（統計的確率の高さ）に頼った読み方をする
という方略を示唆し、これまでの研究と一致
する所見である。これに対し、成人非母語話
者では親密度に関わらず一貫性の低い場合
に正答率が下がり、文字と読みの対応規則に
依存した読み方をしていることが示された。
このため、意味は分からないが音読はできる、
ということが起こり得る。 
 一方、ディスレクシア児では、親密度の低
い場合に一貫性に関わらず正当率が下がり、
文字と読みの対応規則を利用出来ていない
ことが示された。ディスレクシア児に対して
は、①文字と読みの対応規則を潜在的に学習
することの困難に配慮し、文字と読みの対応
を明示的に教える、②親密度の高い語は読め
る、という相対的な強みを生かし、漢字単語
への親密度を高める、という２つの指導法が
考えられる。どちらがより有効であるかにつ
いて、今後実証的な研究を進める必要がある。 
 外国人子女では、成人非母語話者に近いパ
ターンを示す児とディスレクシア児と同じ
パターンを示す児が認められた。ディスレク
シア児と同じパターンを示した児について
は母語・英語での読み能力や平仮名音読能力
から、ディスレクシアではないと判断された。
本来は文字と読みの対応規則の学習に問題
のない児がディスレクシア児と同様のパタ
ーンを示したことについては、３つの可能性
が考えられる。すなわち、①文字と読みの対
応規則を把握できるだけの語彙量がない、②
研究に参加した成人非母語話者の文字と読
みの対応の学習能力が優れていた、③小学校
の漢字指導と成人非母語話者に対する漢字
指導の方法の違い、である。 
 ①については、同一例を追跡調査すること
により明らかにすることができる。②につい
ては、成人非母語話者のほとんどが大学への
留学生であり、言語学習能力がむしろ優れて
いた可能性があり、対象を拡大して検討する
必要がある。このためにも、本人の意思とは
関係なく日本語を学習することになった、外
国人子女の年長例での調査が重要となる。③
については、外国人子女、特に母語での読み

 

図 3. 漢字音読課題の正答率（小児) 

図 4．各群での漢字音読成績のパターン 



能力がある程度確立している年長児への指
導では、成人非母語話者の学習方略を応用し
た指導を試みる価値があると思われる。すな
わち、日本語での語彙は乏しいが、文字と読
みとの対応関係については学ぶ力があると
いう強みを生かし、偶発的に出会う漢字単語
の意味と読みを１つ１つ教えるのではなく、
読みに注目して系統立てて指導する方法で
ある。例えば学習した文字の知識を利用して、
新出単語の読みを類推するように指導する。 
 以上のように、本研究の結果から、親密度
による経路と、一貫性（文字と読みの対応規
則）による経路を想定する漢字の読みの仮説
モデルを基盤とし、ディスレクシア児と外国
人子女のそれぞれにおいて、語彙力と文字と
読みの対応規則の学習能力という視点から
強みと弱みを評価することで、それぞれの特
性に配慮した漢字の指導法を検討できるこ
とが示された。検討した指導法の有効性につ
いては今後、実証していく必要がある。 
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